若者の就労を考える親向けセミナー（講演録）
日時：平成19年 2月 3日　13時30分～16時30分

場所：伊勢市労働福祉会館　3階　第2会議室
　　　　第1部「若者の心の理解」：若者の心の理解を深めることについて
                  　　　　ワークショップ「信頼するってどういうことでしょうか？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：信頼とは何か、実際の体験を通して考えます。

講師：NPO法人　リベラヒューマンサポート　理事　浦田宗昭　氏

（司会者）　　

· みなさんこんにちは。今日は若者の就労を考える親向けセミナーに集まっていただきありがとうございます。私は、NPO寺子屋プロジェクトの代表で井上と申します。今回は、若者たちの就労支援ということで、今、三重県とNPOとの協働事業ということで就労問題に取り組んでいます。
· 1回目のセミナーは昨年の11月に四日市で開催しまして、今回は2回目になります。若者たちの就労の問題というのは、行政やNPOだけでは取り組みが難しいということで、両方が得意なところを持ち寄って協力しながら、今年度初めて取り組むというかたちで行なっています。
· 今日は浦田宗昭さんの講師をお願いしまして、これから4時半までの3時間ほど、お話といろいろなワークショップという体験型の時間をもったりします。

· それでは、浦田さんをご紹介させていただきます。浦田さんは、NPO法人リベラヒューマンサポートという団体の理事をなさっています。教育・福祉・まちづくりというテーマで青少年の自立支援ということで、いろいろな活動をされている方です。

· 今回のセミナーの記録の意味で、録音と写真撮影をさせていただきたいのですがご了解をいただきたいと思います。それでは浦田さん、よろしくお願いします。

浦田氏
· はい、ありがとうございます。みなさんのなかには、わらをもすがるような思いでいらした方もたくさんみえるのではないかと思います。

· 今回NPOといいまして、営利活動、企業のような形態でなく、いろいろな社会の問題を解決しようという市民の団体さんはいつかあります。そのような団体さんが若者の就労支援に関しても、ちょこちょこと三重県内でも活動しています。行政としても取り組みはずっとされていますが、民間と行政が一緒になって、このような問題を解決していこうということで、親向けセミナーもその一環のひとつでしています。

· 私の紹介ですが、私はもともと不登校の子どもたちのカウンセリングや学習支援といったようなことからスタートしまして、相談に来る子どもたちは大体通信制の高校を卒業してもらうようにしていますが、やはり社会に適応できない子どもたち青年たちが、そういった活動をしているなかで増えてきたわけです。それで、就労支援ということも課題として取り組んでいくということで、静岡のほうで、ずっと活動しています。
· 私自身は、伊勢のほうに住所を移しまして、そういった活動は静岡中心で行なっているのですが、こちらでは細々と相談を受けたりしています。そのような活動のなかで、伊勢市民活動センター。もともとシティプラザの施設を民間で管理させてもらい、NPOを支援していこうということも入って行くことになりまして、直接の困っている方々の支援と一緒に団体さんも支援していくという活動もしています。

· 先ほどお話ししたように、行政と民間が一緒にみなさんの支援をなんとかしていこうということで考えていますので、今後のいろいろな支援の資料もお渡しできると思いますので、講座を先に帰られる方は早めに言っていただければありがたいと思います。
· 個別でみなさん持っていらっしゃる問題・課題はバラバラだと思います。若者の就労に向けてというのは一緒なのでしょうけれど、個々の原因や苦しい内容というのは、本当にみなさんがバラバラだと思いますのが、今日、まずは一般的な部分での若者の心とはどのようなものかというお話しをさせていただきたいと思います。

· （レジュメを見ていただきたいのですが）段々成長していくなかで、ライフサイクルということで、階段を登るように成長していきます。それで臨床的な表現でありますが、生まれて胎児期というのを迎えます。そして、乳幼児期・・・
（1） 胎児期：　これは、お子さんがお母さんのお腹にいるとき

（2） 乳幼児期：　0歳から6歳頃まで

（3） 学童期：　小学校等に入り、7歳から12歳くらいまでを言います。

（4） 思春期・青年期：12歳から25歳くらい。これは、最近では、30歳くらいになっているのでは
　　　　ないかということも言われています。

（5） 成人期：　25歳頃から40歳頃まで

（6） 中年期：　40歳頃から65歳頃まで

（7） 老年期：　65歳以上

以上のように、人生を進んでいくことになりますが、私たちが成長するなかで、心で葛藤しながら課題を1つずつ解決して、大人に進んで行きます。
· 生まれてすぐという辺りなのですが、乳児期に私たちが、一番、最初に獲得する課題というのがあります。これは、人間が生きていくなかで一番大事な信頼というものです。これに失敗すると、不信という感情が生まれて、こちらのほうが発達の課題で乗り越えられないということになってきます。

· 信頼関係を獲得していくと、今度は自律や恥、疑惑という葛藤を起こして、成長の発達課題というのを獲得していきます。そのときに、自律、自分のベースになるものを身につけていきます。

· もう少し成長してくると、自発性、自分から進んでやっていく。これに、獲得を失敗していると、罪悪感「わたしがこう前に進んでも、何もできない」というような罪悪感に結びついていきます。
· 学童期になってくると、ギャング・エイジという言葉をみなさんは聞いたことないでしょうか。子どもたちが徒党を組んで、仲のいいグループで一緒に遊ぶ。こんななかで活動していくのですが、そこで勤勉性や、その次の段階で「集団的同一性」といいますが、その集団のなかで果たしてどのような役割を果しているのかなということを獲得していきます。

· 思春期・青年期に入ると「わたしは何者であるか」自己同一性というのを獲得していきます。

· 成人期になると、親密性や孤独という課題に出会っていきます。そうしますと、成人期からの流れで、こちらの結婚に結びついていくような流れにはなっていくと思うのですが、（成人期中期に）生殖と停滞、あとは統合と絶望というふうに、結婚をして家庭をもち、子どもをもちという流れのなかで発達課題というのを乗り越えていきます。
· ここで、少し考えていただきたいのが、多分お子さんが今就職できない、働けない、もしくは家のなかで閉じこもっている方もみえるかもわかりません。また何か心の病気を持っている場合は少し別で考えたほうがいいのかもしれませんが、基本的に健康な子でそういった課題を持っている場合をいうのはこの発達課題のどこかできっと何か積み残してきた課題があるのではないかなというふうに思います。

· （レジュメ２頁）自律の確立というのがあります。先ほど自己同一性の話をしましたが、「わたしは何者であるか」というのを、大人になるとき、思春期を乗り越えたときに、しっかりと自分で自覚をしてくる時期だと思います。
· みなさんでもどうでしょう。思春期を乗り越えたところで「わたしってこんな人」「わたしは何者だ」というのをなんとなく実感として感じ取れてきたのではないのかなと思いますが、子どもたちも思春期のなかで自我というのをしっかりと確立していきます。
· 情緒。心の世界というのは割とドロドロして、マグマのように沸々と沸いているような心で、心の奥のものです。

· 当然、生まれてすぐというのも、そのような感情、情緒の部分はあります。

· しかし、生まれてすぐの赤ちゃんの頃には、自我はほとんどないような感じです。
· 自我の確立で自我の上に超自我というのがありますが、これはモラルとか倫理感というようなものですが、子どもの立場でいいますと親の価値観や倫理観です。こういったのが生まれてすぐの自我です。

· 発達課題をひとつずつ乗り越えていくなかで「わたしは何者であるか」というのを思春期の頃にはっきりと自覚をしてくるわけです。そして、これと同じく情緒・感情があります。この上に感情をコントロールする自我というのが、しっかりと確立されていきます。

· 超自我というのですが、これが先ほどの親の倫理観や価値観、生まれたときですね。それが成人期になってくると、親の倫理観も含めて社会、学校や地域のなかで倫理観、道徳観が形成されてきます。
· １番中心になる大きなものは、「わたし」というのを基点にして、いろいろな行動をしていきます。
· おそらく、何かしらの現象。ひきこもるであるとか、就職できないであるとか、何かの課題を持っていることは、自我の部分に課題を抱えているのであろうと考えます。

· 健康な自我というのをもう少し細かくお話ししますと大きく3つに分かれます。

1．身体我：「わたしはこういう体型の、こういう運動神経能力があります」といったような身体の私。
2．精神我：心の世界です。例えば、音楽を聴いたり、読書をしたりといった心の世界の豊かさで「このようなこと、ものが好きなわたしです」という自我です。
3．社会我：例えば、学生さんでしたら「○○という学校の○○生であるわたし」や学校も卒業されていて就職できない私でしたら、きっと社会我は「今、無職でどこにも行けない、家でじっとしているわたし」となってきます。
· おそらく今就職をできていない、働けていないという青年たちというのは、自我が健康的でないと感じていることが多いと思います。

· この3つの自我というのは、本来は均等に「わたしはわたしである」というのを健康的に成長していくと、健康的な生き方ができるのですが・・・。
· 身体我でいうと、よく派手に着飾った服を着ている青年たちというのをよく見ますよね。そういう子どもたちは結構、精神我がすごく弱かったりします。見た目は一見すごく怖そうでも、実は話すと、すごく心がやさしいとか、逆に弱いくらいの弱さを、身体我で満たしています。

· おそらく働いていない子、ニートと呼ばれる子どもたちは、社会我が少し弱いわたしというのは、身体我の世界と精神我の世界でなんとかバランスをとろうとして、一生懸命そこの部分で豊かになろうとしています。
· おそらく、身体我のほうに出る方は、あまりいないのではないかと思います。きっとここの世界、精神我の部分で、すごく豊かな心を持っていることが多いです。ですから、特に言葉にして親御さんに話しにくかったり、話さなかったりします。ひきこもってしまっている子や就職がなかなかできない子どもたちはすごく豊かな心の世界を持っている子が多いです。
· この豊かな心の世界というのを、社会でなかなか活き活きできない自分というのを補償するために、一生懸命つくっているところがありますので、確かに社会我を補っていかないとならないのですが、精神我といういい部分というのを是非見てもらいたいなというふうには思います。

· この（レジュメ）中身は細かくはいかないのですが、次に防衛機制と書いてあります。自我というものは、例えば夫婦でケンカをしましたときに、真実を突きつけられたときに「いや、そんなことないよ！」と言ってしまったとかないでしょうか。人間をいうのは、さっとこうやられると、抵抗するんですよね。実は自分のなかでは「ああ、本当はそうなんやけど」と思いながらも抵抗するというのは、この自我で自分を守っています。
· 自我をグサグサとやられると、人はすごく劣等感をもち苦しみます。それと一緒で、働けない、ひきこもったりしている子どもたちも、当然ここをグサグサとやられると抵抗をします。

· でも、どこかで自分は自分であるというのをしっかりと持ちたいと思いますから、心の世界できっと何かをしています。

· おそらくは、精神我が一番のポイントになります。ひょっとすると、不健康な捉えかたかもしれませんが、ニートである自分を本当に正当なものであると考えて、心の世界で場合によっては精神我で補償しているかもしれません。
· 個々によってはそれぞれ、少しずつ違うかもしれませんが、大体多いのが精神我。豊かな心をもっています。そのことは理解していただけるといいかなと思います。
· もうひとつ、地域のなかで考えると、まず本人が家族のなかに生まれます。最初に社会に出会うのが、ご両親であり家族になります。

· 幼稚園・小学校と行ってくるようになると学校や近所等が社会になってきます。

· どうでしょうか、みなさんのお子さんは働いてはいないのでしょうか。アルバイトで働いてみえますか。

· あとは、そのなかで学校に行っているときに、不登校をしていた方はみえますか。４名ですか。

· そうしますと、必ずしも不登校の子だからということではないのですが、不登校にはなっていなかったけれども、なにかしらコミュニケーションスキル、対人関係のなかでの技術が非常に不足している子が多いと思います。
· 本人にとっての世界が、家、家族から隣近所になり、就職すれば社会へと拡がっていき、人間関係も拡がっていくと思うのです。そのなかで、例えば、学校での友だちや友人関係のなかで、何かトラブルが起こったとか、もしくは起こらなくても、コミュニケーションや信頼という部分で発達課題があったとしたなら、人が信頼できないという課題を残したまま学校に行ってしまうと、学校のなかで不登校を起こしてしまうことが起こってきます。

· それが、どこの課題かというのは、みなさん個々で別々だと思いますが、何かしら心の世界での発達課題があって、もうひとつはコミュニケーションのスキルというものが、あまり高くない。というのは経験が少なくて、どこかで何か心のなかで問題を起こして、ストップをしてしまうとかというようなことがあるのではないかと思います。
· ただひとつ。課題とか失敗という言葉を随分と使ってきましたが、私たちが特に不登校の人たちをみてきたなかで、実は子どもたちに人生を歩んでいくなかで大きく分けると2種類あります。
1．新幹線に乗って一気にストレートに進んで行く子どもたち

2．鈍行列車で人生ゆっくりと人生楽しみながら、生きていくタイプ

· なにか止まりながらいっているという子どもたちは、鈍行列車でゆっくり行くタイプの子どもが多いのではないかと思います。

· 特急列車・新幹線でバッと行ってしまう子よりも、すごく心豊かな情緒をもっています。なので、ゆっくり人生やっていく子のほうが、将来活き活きと社会で適応していく人になっていくのではないかと思っています。

· そういう子どもたちを見ていると、学校に行く段階で、なにか不適応を起こしたという子どもたちというのは、一般的にということですが、個別の問題があると思うので絶対ではないのですが、大人になって活き活きするのに割と時間は早い傾向はあると思います。ただ、大人のときに何かの課題でひきこもってしまった子というのは、時間が逆にかかる傾向が高いです。
· ただ、何かのかたちで、自分が社会に適応していくというのは、長い目でみると、病気を持っている子は別ですが、それ以外の健康的な心の病気とかもっていない青年たちというのは、社会に適応をきちんとしていきます。多少時間がかかるにしても、社会に適応していくように感じます。

· ワークショップの前に少し、フリートークの資料の内容にもなっていたのですが。ひきこもりや働けない要因ですが。
1． まずは心の病気というのがあります。

2． 本人のパーソナリティ。本人に課題があって、乗り越えられない。

3． 親だけの関係のなかで、課題がある場合

4． 社会の中での関係

・  大きく分けると以上の4つくらいの要因があるのではないかなと思います。

・  ただ、お父さん、お母さんにありがちなのは「私があれをしたからこうなってしまったのではないか」というような思いがないですか。ひょっとして、小さいときにこんなふうに接したから、このようなふうになってしまったのかなと落ち込む親御さんがよくみえるわけですが、何も悪く育てようと思ってやった訳ではないですよね。
· ひょっとしたら、親と子どもの関係のなかで、なにか火が点いた部分というのは、表面的にはあるかもしれません。基本的には、そこが、私のせいだから、親のせいだからと感じるのは、どちらかというと逆に子どもたちにとってもあまりよくないのではないかなと思います。

· 親としてそう感じるのは当然ですが、いつか、誰かに相談できる機会があったら、心のなかで感じていることを語ってほしいと思います。県内でもいろいろと相談できるところがありますので、是非吐き出してほしいです。
· 子どもたちの今のおかれている本人というのは「私、親のせいだ」と思われるほうが本人は辛いんですね。場合によっては「ごめんね」のひと言が心を許すように動くこともありますが、基本的に本人は自分の人生を生きています。先ほどのライフサイクルもそうですが、段々と自分の人生の生きかたをしていきます。

· だけれども、ここを乗り越えて、次にどうやって大人になっていくかということを、しっかりと考えていただきたいなと思います。

· 心の病がある場合、これは先ほどライフサイクルと言ってきたのですが、心の病気を持っていても根本は変わらないのですが、いくら親子との関係を修復しても、社会のなかでの関係を修復したとしても、心の病気は治らないです。本人が成長し、社会に適応していくには、医療という世界のなかで考えていくしか解決方法はないです。
· 本人や親や社会なかでの関係が課題であるときに、これは私たちがよく使うのですが、みんな本人は一所懸命やっているのですね。親も一所懸命やっています。周りの社会も「こいつを陥れてやろう」と思って接しているわけではないと思います。そうすると、なにかしら、親との関係のなかや社会との関係のなかとか、本人になにかしらの課題があったとしても、これが良い方向に向かうために。
1． 第3者の介入することが考えます。これは、県とNPOがおこなった「キックオフイベント」で、東京のほうで不登校の支援をしている方が講師でお話しをされましたが「支援する側は2．5者で支援するのがいい」というお話をされていました。つまり、第3者ではあるけれども、ある程度介入してくれる。そうすると第3者との関係性のなかでそれぞれがいい方向に行こうと思っているはずなんですね。どこかで歯車がおかしくなっている、悪循環に陥っているとかよく言われるのですが、それぞれが良くしようと思っているのに、どんどん悪い方向にいってしまう。それを改善してくれるのが、第3者（2．5者）の介入という方法があります。
2． 環境そのものを変えてしまうという方法があります。そうすると、実は随分と変わることはあります。

3． 専門家に相談をする。これも大事だと思います。例えば心の病気を持っている場合は、多分、素人判断では分からなかったりします。特に親御さんで私たちがよく見かける場合は、子どもさんがなにかしらの心の病気を持っていたとしても、やはり、親としては認めたくないですよね。しかし、もしなにかあれば、やはり専門家に相談するのが必要だと思います。例えば心の病気を持っていたとしても、それが、人間として、人生を否定されるわけではありませんので、心の病気を持っていても社会に適応し、活き活きと人生を楽しくおくっている方はたくさんみえます。昔、心の病気は、意味嫌われているようなところもありますが、心が風邪をひいたというような表現も時々自分たちもしますが、心の病気のなかでも、一生治らない病気もあるにあいても、風邪をひいたりとか、盲腸をしたりとか、そのようなものでレッテルを貼られたりはしません。ただ、心の病気というのはなんとなくレッテルを貼られるような感じもあるかもしれないのですが、専門家に相談するという部分についてですが、親との心の問題があるとしても、まずは専門家に相談をしてその辺ははっきりと、どのように解決していけばいいのかというのを相談したほうがいいと思います。
・　他にも専門家への相談ということでしたら、カウンセリングです。就職のことであったらサポートステーションがあります。また、ハローワークも相談を行なっています。そういった機関はいろいろとありますので、そういったところに相談へ行く。やはり、各分野の専門家に相談したほうが大事ではないかと思います。

· 一般論で申し訳ないですが、大きくこの３つで解決を考えていくというのを私たちは基本的に考えています。

· 本人に接するときに自分たちが考える課題ですが、人間というのは例えば、良い部分、悪い部分。両方とももっています。どうでしょう、みなさん、悪いところを消そうと思ったりしませんか。働けない彼がいますよね。働けないというのが陰（マイナス）の部分とすると、そこを消そうとしませんかね。

· そこを消そうというよりは、私たちが考えるのは、先ほどもお話ししましたが、精神的な部分で豊かな心をもっています。このプラスの部分をなるべく大きくしていこうと考えます。そのなかで、自信がつくことが起こってくると、自然と本人の行動が変わってきたりするというのがあります。私たちは健康な部分が大きくなると、たとえ不健康な部分を持っていても、その部分が見えにくくなります。普通のみなさんも同じだと思います。欠点と良いところの両方を持っていると思いますが、いいところが大きいと悪いところは見えにくくなるはずなんですよね。いいところが段々と減ってくると悪い部分や欠点が見えてきます。人間というのは大体、そのようなものだと思うので、私たちは健康的な部分を強化しようと考えます。
· 以上のようなことが、私たちが考えている発達課題の子どもたちの接しかたということになります。

· これは、方法論的なものですが、これをしていくなかで、根本的に大事なことは「信頼」です。逆に言葉に出してしてしまうと、信頼していない証拠になってしまったりと難しいです。

· 信頼は、非常に言葉だけでは難しいので、ワークショップというかたちで、みなさんに身体を少し動かしていただいて、信頼ってどんなことなのだろうというのを体験してもらいたいなと思います。
「気づきを目的としたワークショップ」
· よくお互い知っている方同士ってみえますか。それでは、ご夫婦はですね、普段一緒によくみえると思うので、たまにはこう違う方とペアになっていただいて、女性は女性同士でペアになっていただきましょうか。男性は男性同士でペアになっていただいて、なにをするかといいますと「目かくしゲーム」をします。

· 福祉とかで、目が見えない方の体験をしたりするときによく使いますが、実はそれとは違うものでエンカウンターグループという、カウンセリング研修等のワークショップときに信頼というものを実感するプログラムとしても用いられています。
· まずみなさんに目かくし用のタオルをお渡ししていきます。一人一枚ずつでお願いします。

· 2人ペアになった方で、隣同士で座っていただけますか。
· 1回みなさん目がかくれるようにタオルをちょっと着けていただけますか。

· 目かくしをした状態で今どんな感じでしょう。感覚。自分の心のなかをちょっとみつめていただきましょう。普段とは多分違うと思います。周りにいろいろな音が聞こえてきます。普段使っていない部分の神経をきっと使っていると思います。

· 目かくしゲームを始める前に、みなさんの過去にすごく心に残っているエピソードを３つ思い浮かべてみてください・・・。
· はい、少し今、心のなかの旅をしました。結構私たちはこのような機会というのは少ないと思います。自分の心をふり返ってみたりすることは、案外と少ないので。目かくしゲームとか直接関係はないのですが、心に残っていることで、想いだしたことを今のうちに言っておきたいという方はいらっしゃいますか。
· それでは、心のなかにもう一回閉じ込めていただいて、目かくしゲームに入っていきたいと思います。

· まず、ペアでジャンケンしてください。勝った方は最初に目かくしができる権利を獲得しました。

· 目かくしをしている方は、立ってもらえますかね。それで、目かくしをしていない方も、目かくしをしている方の横の脇に寄り添って立ってあげてください。それで、横にいる方の手を握ってあげてください。腕は持たないで、手と手だけで握ってあげてください。
· ルールを決めます。目かくしをしている方は自分の行きたいなと思うほうに、見えないので不安かもしれませんが進んで行ってください。それで、言葉は発しないでください、しゃべれません。

· 目かくしをしていない方は言葉を使って、ちょっと危険なときにはしゃべってあげても構わないです。
· ただし、目かくしをしている方は返事をしないでくださいね。目かくしをしている方はしゃべれませんので。しゃべれるのは、目かくしをしていない方だけです。

· まず、試しですので、この部屋のなかを障害物が多いですので、ちょっと気をつけながら、部屋中を探索してみてください。主導権は目かくしをしている方です。見える方はそれを支えるということをしてください。行ってみたいところ、触ってみたいものがあれば。では、スタート。

· はい、それでは、もとにいた席に戻ってみましょう。戻れるでしょうか。

· 席に着いた方は目かくしをとってください。

· どうでしょう、これをやっていてどんな感じでした。まず、目かくしをされた方はいかがでしたか。

· （参加者）怖かった。不安になった。

· 普段人間は見て、それで判断していることは、すごくたくさんあるので、すごい、不安になりますね。どうですか、他には。

· （参加者）繋いでもらった手だけがやっぱり頼りですね。

· 手を繋ぐだけで、なぜ腕を持ってもらわないかというと、腕のほうがやはり安心すると思います。このワークは、指先のふれ合いだけでもできるプログラムです。
· （参加者）やはり、なにか言っていただくと、その声の通りに頼って動くというか、黙っていられると、きっと動けないと思います。いくら手があっても・・・。
· 言葉がすごく安心したんですね。
· （参加者）楽しかった。

· （参加者）やはり、自分で手探りをするんですけれども、それが、正しいかどうかの判断が分からなくて。今度こっち行っていいんだろうか、そんなとき、寄り添ってサポート・支えてもらうというか。

· どうですか、今度こっち行っていいか分からないで迷っているときに、タイミングよく声をかけてもらえましたか。あるいは、支えてもらうときにどんなふうに考えながら、アドバイスをされましたか。

· （参加者）まあ、ちょうど、右、左がありましたけれど、スムーズにパートナーの方が動いてくれましたね。

· あと、どうですか。

· （参加者）やはり、支持するというのがすごく難しい。ちょっと「危ない、危ない」と言ってしまったり、右とか左とか言うのですが・・・。
· 危ないって、なにが危ないのかが分からないけれども、声かけや支えが、あたたかくて安心するということも確かにありますよね。

· （参加者）ちょっと、早めに声をかけてあげると、目かくしの人も心の準備ができていいのではないかと思いました。

· すぐ言っても、その場所を通り過ぎているということがあるといけないので、早めに声をかける。そんな心遣いを感じられましたか。

· （参加者）そうですね、安心感。誰かに触られているという安心感。

· せっかくなので、入れ替わって、今度は反対の方の気持ちを体験してみてください。

· 準備ができて手を握ったらお好きなところへ行ってください。

· はい、それでは、ご自分のもとの席に戻ってください。
· これは、早い、遅いを競っているわけではありませんが。でも、今度は（2回目は）早かったですね。

· どうですか、今度は反対になってみて、目かくしをされた方は。
· （参加者）怖かったです。ぶつからないかなとか思ってしまって。1回歩いているんですけれど、歩数の感覚が1回では分からないし、つかめない。

· 目かくしして行っているほうと、支えているほうでは、どうですか。

· （参加者）（目かくしをして）行っているほうがいいですね。

· （参加者）今、反対側の体験をしましたけれど、そのときに誘導する側の言葉のかけ方、自分との違い等も感じまして、上手に誘導していただけました。簡単に言うと、自分が誘導するとき、どういう感じだったかな。自分は言葉が足らなかったかなと反省をします。

· 最初に見えないほうを経験して、支える側になったとき、目かくしをしているときに言われたことや感覚でもっとこうしたほうがいいのかなと思うことを、みなさん実践されたと思います。

· みなさん、全然気づかれなかったのですが、最初のときよりも、2回目のほうが、全然動くスピードが違いました。動くスピードは早く動いていました。最初は1歩1歩なかなか進まない感覚だったのですが、2回目入れ代わって、目かくしも初めてだし、支えるのも初めてだったと思うのですが、はるかに経験してきたので、随分と早く動き出していました。そのあたりが違ったと思います。きっと、１回目の経験から、みなさんちょっとずつ1回目の経験を踏まえて考えられたと思います。

· 実は、目かくしゲームには、もう少し難易度が高いものがあるんですね。次は、この部屋を出てもらいます。外に出てもらうと階段があって、最初のペアで最初の階段を下りてもらって、ひとつ下の階にソファーがあります。それで、ソファーにタッチをして、戻ってきてもらいたいのです。
· 怖いかもしれませんが、これは、長くやっていると普通に歩くようにできるようになります。慣れるかどうか、技術が上がるかは分かりませんけれど、まずはそれをしていただけますか。

· 気をつけてもらいたいのは、途中でペアを組んで下りる人と上る人がすれ違いますので、ぶつからないように気をつけていただけますか。部屋に帰ってくるまで目かくししている方、支える方は同じですので、お願いします。
· 部屋に戻られたら、目かくしする側、支える側が反対になって挑戦してもらいます。

· はい、みなさんお疲れさまでした。いかがだったでしょうか。階段最初は無理だと思いませんでしたか。不安だったと思うのですが、両方されてみてどうですか。
· （参加者）私は階段の高さの感覚が目で見ているのと、実際に目かくしをして歩いた感覚がすごく違うのかなと思ったのですが。もっと、階段の一段の高さが低いと思っていたのですが・・・。
· 高さや長さ自体が、違う感じがしたということですね。結構人間というのは、視覚で随分情報を入れているし、感覚というのは実は、結構あやふやで、心理の本なんかで出てくるのですが、錯視といって、例えば、このような棒があって、こういうのと、これでは長さが違うように感じるのですが、実は同じ長さなのです。同じなのに違うように感じてしまう。人間の感覚というものはそのようなものです。
· 何が本当なのかというと、自分自身が感じていることが真実なんです。他にはどうでしょうか。
· （参加者）信頼関係で、言われるほうが言う方のことを信用していたらスムーズに行くと思います。
· そのように感じられましたか。大抵のことを信用すると、すごくスムーズに動けると思います。
· （参加者）ちょっと、早めに言ってあげたほうが良かったとも思ったのですが、２回目の誘導のときは、少し控えたんです。でも、先に早い目に言ってあげるほうがいいように思います。
· ちょっと早めに声をかけてあげるか、目かくししている人の意志を尊重してぎりぎりまで（声掛けを）待てばいいのか。それは、子どもたちに接するときにどうでしょう。
· 信用していたら、別にぎりぎりでもいいと思うんですよ。
· そうですね。その子が例えば、ちょっとした失敗。命を失ってしまうような失敗は別でしょうけれど、どこまで、信用してあげられるかというのを（ワークを）やっているなかで、心のなかで感じていただけたかもしれません。
· （参加者）右手で階段の手すりを持ち、左手で支えていただいて安心でした。
· （参加者）壁に触れたりしながら、こちらでは手を支えてもらっているから安心できた。
· どうでしょう、支えている方も手すりや壁側で見守り、寄り添ったりしていかがでしたでしょう。
· （参加者）多分、相手のことを配慮して、こちら側にしたと思います。
· 配慮とか、触ると実は人間は安心するんだよとか。そういうのも気づいてあげているというのもひとつ支えることで大事かもしれませんね。
· 信頼関係をワークというかたちで体験しましたが、10分ほど休憩いただいて、後半にまいりたいと思います。

· 先ほどやっていただいた目かくしゲームで、みなさんいろいろと話していただいたなかで、最初はすごく不安だったと思うんですよ。ちょっとずつ慣れてきて、今度は自分から動き出そうというふうになってきたと思います。支えているほうも、なかなか動かないなという不安を感じていたのかなと思います。それで、少し慣れて動き出してきたかなとか。ある程度この人を尊重して動いてもらおうとか途中で感じたりしたので、おそらく先ほど言っていた、早めに言ったほうがいいのかなとか、もう少しやってもらってから、ちょっと、ゆっくりしてから言ってあげたほうがいいかなとか。そういうゆとり、余裕が支えている方にも出てきたかなと思います。

· これは、身体で感じていただきましたけれども、子どもさんに対してどうだったでしょうか。最初の原因というか、親としてこのままで大丈夫なのかなと感じ始めたときや、その子どもたちの周りのみんなは、例えば就職、進学をしていきました。そのなかでしていない不安になっている彼がいたとします。そのときに、どんなふうに接していくかというような部分を、目かくしゲームを通して、きっと同じことを経験していると思います。しかし、先ほどのように、目かくしゲームを１回経験して、次からは確実に変わっていましたよね。気持ちも変わっていたと思います。
· 無理だと思った階段も登って、無事に下りてきました。というのは、私たちはいろいろと学習しながら、次はもうちょっと、こう変えてみよう。こうしてみようと努力しながら最終的にいい方向に向かって行くように人間は基本的にそのように考えて生きていると思います。それを体験していただいたので、普段お子さんに接するときも同じように考えてもらうといいかなと思います。

· そのために、先ほども出ましたが信頼していると、いい関係も途中で切れたりすることなくやれるというのは、みなさん微妙にそれぞれ感じかたが違うかもしれませんが、信頼とはこんな感じなのかなと感じていただけたように思います。　（以降フリートークのため省略）

（作成者　吉田康裕）
